
６月９日（金）はプール開きでした。天候が心配されましたが，予定どおり実施することが
できました。
水泳学習をとても楽しみにしていた子供たちですが，予想以上に水が冷たかったのか，「きゃ

あ」とか，「冷たい」という声があちらこちらから聞こえてきました。
「タイミング」 水に慣れたあと，子供たちは泳いだり，簡単なゲームをしたりして楽しんでいました。これ

校長 徳田 賢一 から，本格的に水泳学習がスタートします。
学習活動における児童と教師の関係はタイミングが大切です。児童が知りたい，学ぼうとしているサ 子供たちの泳力向上のため，職員で力を合わせて頑張っていきます。

インを教師が見逃しては絶好のチャンスを見逃してしまうことになります。教師はその使命感から，つ
いついあれもこれもと限られた時間の中で教えたがる傾向にあります。
中国の古い仏教書「碧巌録」に，「啐啄同時」（そったくどうじ）という言葉があります。「啐は驚く，

叫ぶ，呼ぶ」，「啄はついばむ」という意味です。卵の中のヒナが殻をコツコツつつくことを「啐」，ち
ょうどその時，親鳥が外から卵の殻をコツコツつつくことを「啄」と言います。両者が一致してヒナが
生まれることから「絶好の好機，またとない好機」を表す言葉として使われます。卵の中のヒナがつつ
いている（啐）のを親鳥が気付かなかったり，つついていないのに親鳥が殻を破って（啄）もいけない
のです。タイミングを合わせなければなりません。
自戒を込めて思い起こせば，児童がサインを出していないのに，教師が殻をつつくことの方が多いよ

うです。だからといって，ただその機会をじっと待つということではありません。内側からつつかせる
ような準備や刺激を仕掛けることが必要です。
子供は成長の過程で親離れをしていきます。親もこのタイミングで子離れをする必要があります。ま

さに「啐啄同時」が，子供の自立にとって大切です。ところが，子供は学校で集団で生活しています。
子供同士のネットワークを持っています。ともすれば，子供の親離れの方が早く，親の子離れが遅れた
りする時があります。自立の大切な機会を逃してしまいます。子供のサインを逃さないようにするには，
子供のネットワークに負けない大人のネットワークが必要です。
子離れできない保護者がいつまでも子供に構ってしまうのは，子供が自分で自分の人生を切り開ける 北消防署の方２名に来ていただき，心肺蘇生法の訓練を行いました。人形を使い，心臓マッ

ということを信頼していないからです。信頼と一言で言っても，子供を信頼することは本来なかなか難 サージの仕方や，人工呼吸の仕方を教えていただきました。
しいことです。自分より何十年も後に生まれ，圧倒的に経験値が低いことが明白だからです。 毎年訓練に参加していても，「実際の場面でちゃんとできるだろうか。」と不安になります。
また，我が子となれば，自らの過去を思い起こし，「自分が苦手なのだからうちの子ならこれは苦手 何も起こらないのが一番ですが，いざという時には，今回教えていただいたことを思い

なはずだ」などと想像してしまうものです。 だし，人命救助に役立てたいと思います。
しかし，子供の人生は子供自身のものであり，保護者の人生とは別ものです。ある程度の年齢になっ

た際は，これまでずっと育ててきたご自分を信じてみてください。あなたが育ててきたのですから，き
っと乗り越えてくれる人間に育っているはずです。子供を一人の人間として信頼し，子供の人生を保護
者の人生から切り離す勇気をもってみてください。
可愛い我が子に対してあれこれと構いたくなってしまうのが保護者ですが，あまりに構いすぎてしま

うのは考えものです。過保護に育てすぎると，保護者なしでは自分で意思決定ができず，自立心のない
子供になってしまうリスクがあります。
子離れできない保護者は必要以上に子供に干渉してしまう傾向にあります。子供のスケジュールや子

供の持ち物，誰とどこで過ごしているのかなどを逐一把握していないと気が済みません。我が子を心配
する気持ちはわかりますが，保護者にすべてを管理されていると子供としても息苦しさを感じるでしょ
う。
この先も良好な親子関係を築いていくためにも，子供とは適切な距離感を保ち成長した子供を信頼し

ていくことが必要です。
引用：「碧巖録」を読む
（岩波現代文庫）

５月31日（水）～６月１日（木）に修学旅行が，６月２日（金）に社会科見学がありました。
どちらの行事も雨の影響が心配されましたが，メインの活動は無事に行うことができました。

７月 学校を離れて，様々なことを体験したり，学んだりすることができました。
６ 日（木）水泳発表会，学級PTA 「不審者が，校内に侵入してくる。」という
８ 日（土）合同レクリエーション（５年） 想定で防犯教室をしました。
20 日（木） 終業式 訓練とは分かっていても，警察官の方の
24 日（月）炬火リレー（国体） 迫真の演技に驚いた子供もいたようです。
26 日（水）水泳記録会 それでも，子供たちは担任の先生の指示に
27 日（木）水泳記録会予備日 従って，しっかり避難できました。

体育館では，「声かけ事案」への対応訓練
を行いました。子供たちは不審者役の特徴を

８月 覚えていて，落ち着いて「子ども110番の家」
１日（火）出校日 の方に，特徴を伝えることができました。
13 日（日）～15日（火）学校閉庁日 「いかのおすし」を合い言葉に，今後も
21 日（月）出校日 命を守るための指導を継続していきます。

グリーンランドの様子 くまモン登場！ 社会科見学（郵便局）
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